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5月 21日、ハートフルプラザ・はしかみで
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30th

ひ
か
り
生
す 

協
働
の
ま
ち

階
上
町
町
制
施
行
　
　
　
記
念
式
典

30
周
年

第28代青森県手踊名人位　夏坂和恵さん 階上町南部芸能協会による三味線合奏

町指定無形民俗文化財
の道仏神楽（権現舞）
で幕開け

祝
いわい

のステージ

　

五
月
二
十
一
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル

プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
で
、
町
制
施

行
三
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
関
係
者
約
百
八
十
人
が
三
十

年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
道
仏
神
楽
で
幕
開
け
、

町
内
小
学
生
八
人
が
元
気
よ
く

リ
ー
ド
し
、
全
員
で
町
民
憲
章
の

唱
和
を
行
い
ま
し
た
。

　

浜
谷
町
長
は
「
幾
多
の
困
難
に

直
面
し
な
が
ら
も
、
着
実
に
発
展

し
続
け
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
町
民
は
じ
め
関
係
各

位
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
今
後
は
、

町
民
と
町
が
手
を
携
え
、
こ
れ
ま

で
の
伝
統
を
礎
に
、
協
働
の
心
で

よ
り
優
し
く
、
よ
り
温
か
い
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
制
施
行
三
十
周
年
記

念
表
彰
が
行
わ
れ
、
名
誉
町
民
第

一
号
と
し
て
、
上
野
正
蔵
氏
を
表

彰
す
る
と
と
も
に
、
町
表
彰
条
例

に
基
づ
き
、
町
発
展
の
た
め
に
各

分
野
で
貢
献
さ
れ
た
十
五
人
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　

祝い
わ
い

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
三
味
線
、

手
踊
り
、
歌
な
ど
で
町
民
が
出
演
、

記
念
す
べ
き
日
を
一
緒
に
な
っ
て

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
階
上
中
学
校
三
年
生

の
正し
ょ
う
じ路
諭さ

と
し志
君
と
道
仏
中
学
校
三

年
生
の
上か
み
た
い平

み
ど
り
さ
ん
の
二
人

が
、「
ゆ
め　

み
ら
い　

心
と
き

め
く　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
合
言

葉
に
、
心
を
合
わ
せ
、
手
を
携
え
、

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強

く
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
、
レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ー
ラ
ス
は
し

か
み
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
町
民
歌

光
の
ふ
る
さ
と
の
さ
わ
や
か
な
歌

声
が
会
場
を
包
み
こ
み
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
に
町

制
を
施
行
し
、
階
上
町
と
し
て
産

声
を
あ
げ
て
か
ら
三
十
年
―
。
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
一
人
ひ

と
り
が
決
意
を
新
た
に
し
た
こ
の

日
、
階
上
町
は
ま
た
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

な
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町民憲章を唱和する小学生。
左から江刺家実咲さん（田代）、折川心

しおん

音君（階
上）、木津菜々子さん（石鉢）、夏堀拓海君（赤保
内）、石橋雄太君（金山沢）、寅谷知

かずき

希君（道仏）、
中田菜月さん（大蛇）、佐京昂

こうすけ

亮君（小舟渡）

（上）中学生2人による未来へのメッセージ
（下）町民歌「光のふるさと」を合唱するレディースコー
ラスはしかみの皆さん。この日は町内保育園の保育士の
方々も加わり、さわやかな歌声を響かせた

第15代全国南部手踊名人位　伊藤接雄さん

温かいまち 大好きなまち
未来を拓き 未来を築く人間として

生きていきます

記念植樹

階上は 階上は 光のふるさと

多くの関係者
らが 30周年を
祝った

ツツジの植樹をする、左から浜谷豊美町長、松森 町議
会議長、内城慶富町消防団長、上野正蔵町観光協会長

記念表彰

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　30 周年を記念し、庁舎前庭に、記念植樹が
行われました。町の花木鳥にちなみ、花はツ
ツジ、木はケヤキ、そして鳥のウグイスには
ウメが欠かせないことから、紅白のウメの木
を植樹。関係者約 30 人が列席し、町の発展と
ともに、立派に育ち、美しい花を咲かせるこ
とを願いながら、土入れを行いました。
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上野正蔵さんが第１号階上名誉町民に

階上町表彰条例授与式

第71代青森県議会議長

広報はしかみ　２010・６

受賞者の皆さん（前列中央は、名誉町民の上野正蔵氏、浜谷豊美町長）

　町は、平成 22 年第 3 回階上町議会臨時会において、元青森県議会
議長の上野正蔵さんが階上町名誉町民として議会の同意が得られたこ
とに伴い、町制施行 30 周年記念式典において、名誉町民第 1 号の称
号と勲章を贈りました。
　上野さんは、昭和 42 年から階上村議会議員（55 年から町議）を 4
期 16 年間、2 期目の 46 年からは議会議長を務められました。また、
昭和 58 年からは青森県議会議員（平成 15 年 5 月 14 日から 16 年 6
月 25 日まで青森県議会議長）として、19 年に勇退されるまでの 6 期
24 年間、町政のみならず県政の発展に多大な貢献をされました。
　式の中で、上野さんは、「多くの方々のご指導を宝に、黙々と歩ん
でいきたい。光のふるさと階上の発展を心から願います」と謝辞を述
べられました。おめでとうございます。

　階上町表彰条例に基づく表彰授与式が、町制施行
30 周年記念式典において行われました。
　これは、本町の政治・経済・産業・文化、その他各
般にわたって、町政の振興に寄与された方々を表彰す
るもので、今回は功労表彰 9 人、善行表彰 1 人、褒賞
5 人の方が受賞されました。
　式典では、浜谷町長が「長年にわたり、町発展と町
民の福祉に貢献されたご尽力に対し、町民を代表して
心から敬意と感謝の意を表します。今後も一層のお力
添えを賜りたい」とあいさつしました。
　受賞者を代表して松森 さんが「この栄誉を汚すこ
となく、町発展のために微力ながら協力して参りたい」
と謝辞を述べられました。

■功労表彰
　
	 　
引敷林孝治	 町農業委員15年以上
寅谷　正美	 町消防団長および副団長12年以上
沼　徳三郎	 町行政委員10年以上
小出　光一	 町行政委員10年以上
西田　和雄	 町行政委員10年以上
稲塚　良一	 国保運営協議会委員15年以上
平野　悦子	 民生委員15年以上
外崎　礼子	 民生委員15年以上
■善行表彰
濵谷　義勝	 高額寄付
■褒賞
坂　恵美子	 健康推進員15年以上
内城　幸子	 健康推進員15年以上
濱道　きみ	 健康推進員15年以上
荒谷　清志	 消防関係30年以上
沼沢　和則	 消防関係30年以上

（敬称略）

松森　　　 町議会議員12年以上・町農業委員
15年以上
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7月17日　14:00～

■地域懇談会日程

　町では、このたび第４次総合振興計画および行財政改革大綱を策定しました。
　そこで、町の財政状況や今後における振興計画の重点事業等の概要について広くお知らせし、町民の方々
のご意見を町政に反映させるための意見交換を行う、「まちづくり地域懇談会」を開催します。
　皆さまお誘い合わせのうえ多数ご参加ください。

お住まいの地区でなくても、自由に参加することができます。

❺

「まちづくり地域懇談会」
を開催します

より優しく より温かい 魅力あるまちづくり を目指して

6月17日（木）
18:30～20:00
6月18日（金）
18:30～20:00
6月22日（火）
18:30～20:00
6月23日（水）
18:30～20:00

石鉢ふれあい交流館

森の交流館

ハートフルプラザ・はしかみ

道仏公民館

石鉢・蒼前・野場中

角柄折・金山沢・田代・晴山沢・平内・鳥屋部

赤保内・耳ケ吠西・耳ケ吠東

荒谷・大蛇・追越・榊・駅前・道仏・小舟渡

【問い合わせ】総務課企画財政グループ　☎ 88-2113

22年度 学びの王国！はしかみキャンパスが開国します

2009年箱根駅伝悲願の初優勝！

川嶋　伸次 氏

ハートフルプラザ・はしかみ
―入場無料―

～その指導方法に理由あり～
シドニーオリンピック
男子マラソン日本代表

■託児室を設置します。利用希望者は事前にご連絡ください。
■13:30 から開国式を行います。

【問】教育課社会教育グループ　☎ 88-2764

期　　日 場　　所 主な対象地区

＊はしかみキャンパスの講座内容は、6月広報と一緒に配布されるチラシをご覧ください。

公開講演会

毎年ドラマを繰り広げる箱根
駅伝。2002年から2008年ま
で東洋大学陸上部の監督とし
て後進の指導の中で気付いた
こと、スポーツの世界で勝負
をめぐる駆け引きや能力を最
大限に引き出す秘訣について
語ります。
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はしかみ Hot! ニュース
　

五
月
二
十
三
日
、
町
立
中
央
体

育
館
を
会
場
に
、
町
体
育
協
会
創

立
五
十
周
年
記
念
第
十
九
回
は
し

か
み
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
の
参
加
者
約

三
百
三
十
人
が
、
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
赤
保
内
小
学
校

六
年
生
の
夏
堀
拓
海
君
が
「
今
ま

で
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮

し
、
正
々
堂
々
と
戦
い
ま
す
」
と

元
気
よ
く
宣
誓
。
選
手
ら
は
、
四

部
門
、
十
三
種
目
で
、
さ
わ
や
か

な
春
風
を
受
け
な
が
ら
、
思
い
思

い
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
女
子
三
㌔
に
出
場
し

た
、
階
上
小
学
校
五
年
生
の
田
中

玲
奈
さ
ん
は
「
練
習
の
時
よ
り
タ

イ
ム
が
縮
ま
っ
て
、
十
位
に
な
っ

た
の
で
う
れ
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

階
上
町
教
育
振
興
会
（
熊
谷
道

雄
会
長
）
は
、
四
月
二
十
三
日
、

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

で
、
教
育
振
興
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

町
内
の
教
育
関
係
者
約
百
四
十

人
が
参
加
。
村
上
教
育
長
が
今
年

度
の
教
育
方
針
と
主
要
施
策
に
つ

い
て
述
べ
、
町
教
育
施
策
な
ど
に

つ
い
て
、
共
通
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
各
部
会
の
組
織
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ

ラ
ザ
・
は
し
か
み
で
、
健
康
推
進

員
五
十
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
健
診
の
受
診
案
内
な
ど

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。
任
期
は
二
年
間
。

　

交
付
式
後
は
、
研
修
会
を
行
い
、

推
進
員
の
役
割
、
健
診
体
制
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

石
鉢
行
政
区
の
鹿
糠
英
子
さ
ん

は
「
一
人
で
も
多
く
、
健
診
を
受

診
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

春
風
を
受
け 

健
脚
競
う

教
育
関
係
者
が
一
堂
に

健
康
づ
く
り
を
推
進

第
19
回

は
し
か
み
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

町
教
育
振
興
大
会
開
催

健
康
推
進
員
を
委
嘱

元気いっぱいに走る児童ら

久保副町長より委嘱状を交付される鹿糠英子さん 真剣な表情の参加者

大 会 結 果 （上位 3 位／敬称略）
種　目 氏名 所属 タイム

10分 23秒
11分 05秒
11分 19秒
11分 52秒
11分 55秒
12分 39秒
11分 17秒
11分 22秒
11分 22秒
13分 11秒
14分 33秒
17分 01秒
11分 15秒
12分 23秒
13分 04秒
24分 49秒
25分 09秒
26分 51秒
18分 05秒
18分 23秒
18分 26秒
17分 38秒
18分 39秒
20分 37秒
18分 29秒
18分 54秒
19分 08秒
34分 52秒
35分 13秒
36分 43秒
38分 11秒
38分 37秒
41分 18秒
49分 36秒
50分 57秒
51分 11秒

赤保内小
野辺地小
野辺地小
石鉢小
野辺地小
石鉢小
滝沢南中
七戸中
久慈中
野辺地RC
きの字クラブ
三沢市
階上中
七戸中
安代中
八戸市
三八地域県民局
六ヶ所村
階上町
八戸市
きの字クラブ
野辺地RC
三菱製紙
きの字クラブ
きの字クラブ
青森銀行
太平洋金属
八戸工業大学
陸自青森
八戸TC
陸自八戸
八戸陸協選手会
三沢AC
八戸市
十和田市
青森ファイヤーフライズ

夏堀　拓海
飯山　隆成
天間　冬和
木津菜々子
戸澤　愛織
高山　優奈
浅沼　綾音
佐藤真衣子
岩﨑　景子
田中由起子
西野よう子
馬渡　佳恵
久保　卓史
藤田　晃輝
黒澤　雅英
大坂　　幸
廣田　清香
安藤　悦子
久保　卓也
坂本　智英
得能　博允
熊谷　治人
榊　　善一
古川　勝久
杉澤　隆司
田中　清登
佐々木和男
船水　大也
佐藤　　真
山田　雅也
鶴ヶ崎春彦
風張　清志
堀内　貞一
小笠原優子
大橋　優子
棟方　幸子

1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3
1
2
3

A
小学生男子

B
小学生女子

C
中学生女子

D
一般・高校女子

E
中学生男子

F
一般・高校女子

G
高校生以上
34歳以下男子
H
35歳以上
49歳以下男子

I
50歳以上男子

J
49歳以下男子

K
50歳以上男子

L
一般女子

順位

３
Km

5
Km

10
Km
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はしかみ Hot! ニュース
　

四
月
二
十
四
日
、
町
民
プ
ー
ル

の
今
年
度
の
営
業
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
無
料
開
放
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び

て
い
た
多
く
の
小
中
学
生
、
町
民

ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

石
鉢
小
学
校
二
年
生
の
神
子
沢

遥
香
さ
ん
は
「
今
年
は
二
十
秒
水

に
も
ぐ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
」。
友
人
の
中
村
未
希
さ
ん

（
同
校
二
年
）
は
「
ビ
ー
ト
板
を

使
わ
な
く
て
も
水
に
浮
け
る
よ
う

　

四
月
二
十
九
日
、
石
鉢
地
区
に

あ
る
町
民
農
園
が
開
園
し
、
利
用

者
ら
が
、
青
空
の
も
と
農
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
百
二
十
一
区
画
の
う

ち
、
百
九
区
画
、
約
八
十
人
が
利

用
。
開
園
式
で
は
久
保
和
子
副
町

長
が
「
土
に
親
し
ん
で
、
収
穫
の

喜
び
を
体
験
し
て
下
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
今
保
さ
ん
や
、
臥
牛
の
郷

生
活
研
究
連
絡
協
議
会
員
に
よ
る

に
な
り
た
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
今

年
の
目
標
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
約
百
五
十
人
が
利
用

し
、
久
し
ぶ
り
の
水
の
感
触
を
思

い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
民
プ
ー
ル
は
十
月
三
十
一
日

ま
で
営
業
し
ま
す
。

栽
培
講
習
会
も
行
わ
れ
、
ネ
ギ
、

レ
タ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
栽

培
の
仕
方
に
つ
い
て
、
参
加
者
は

熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
十
年
利
用
し
て
い
る
と
い
う

齋
藤
勝
広
さ
ん
は
「
農
園
仲
間
と

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
今
年
は
お

い
し
い
ト
マ
ト
を
作
り
た
い
。
夏

の
収
穫
が
楽
し
み
」
と
今
年
の
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
収
穫
し
た
野
菜
を
町

民
文
化
祭
で
展
示
す
る
予
定
で

す
。

水
の
中
は
気
持
ち
い
い
！

お
い
し
い
野
菜
を
作
る
ぞ
！ 町

民
プ
ー
ル
が
今
期
の
営
業
ス
タ
ー
ト

階
上
岳
山
開
き

安
全
祈
願
祭

町
民
農
園
が
開
園

　

四
月
二
十
三
日
、
臥
牛
山
ま
つ

り
実
行
委
員
会
は
、
森
の
交
流
館

前
で
階
上
岳
山
開
き
安
全
祈
願
祭

を
行
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
約
三
十
人
が
参
加
。
神

事
の
後
、
登
山
道
入
り
口
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

浜
谷
町
長
は
「
昨
年
度
は
七
万

四
千
人
の
入
山
者
が
あ
っ
た
。
今

年
も
安
心
、
安
全
確
保
に
努
め
、

み
ん
な
が
楽
し
め
る
階
上
岳
に
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

登
山
者
ら
の
安
全
を
祈
願

手
を
合
わ
せ
静
か
に
祈
る
寺
下
観
音
例
祭
に
ぎ
わ
う

　

五
月
十
六
日
、
寺
下
観
音
例

祭
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

寺
下
観
音
は
、
奥
州
南
部
糠

部
三
十
三
観
音
の
第
一
札
所
。

参
拝
者
は
、
観
音
堂
や
梵
鐘
に

列
を
な
し
、
手
を
合
わ
せ
、
無

病
息
災
、家
内
安
全
な
ど
を
祈
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

苔
む
し
た
参
道
と
木
漏
れ
日
が

差
す
杉
木
立
の
中
を
ゆ
っ
く
り

歩
く
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

畑を耕す利用者

大勢の参拝者が訪れ、心静かに手を合わせた 山の安全を祈り神事を行う参加者

水しぶきをあげながら楽しむ子どもら

開
館　

午
後
一
時
～
九
時

　
（
夏
休
み
中
は
午
前
十
時
～
）

　

※
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合

　
　

は
翌
日
）
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大津波警報発令による避難状況について
　22年2月27日にペルー沖で発生した地震の影響により、翌28日午前9時33分に大津波警報が発令された
ことに伴い、町では避難指示等を発令し、避難を呼びかけました。
　しかし、町が開設した避難所（追越、榊、駅前集会所）に避難した方はごく少数であったことなどが話
題となり、町では当日の避難状況を把握するため、線路より海側にお住まいの方を対象に、アンケート調
査を実施しました。

　実際は、親戚や知り合いの家などに避難した方が多く、約半数が
避難していました。
　また、特に危険性が高い、海抜10メートル以下にお住まいの方に
あっては、避難率78％と高い避難率となりました。
　しかし、この結果に満足せず、今後は避難率100％を目指して、広
報に努めてまいります。

　市町村は、災害による被害の発生が予想され、避難が必要と判断され
る際には避難勧告を、そこからさらに状況が悪化したときや、緊急に避
難が必要と判断される場合は避難指示を発令することになっています。

■調査対象
　JR線より海側の世帯：427世帯
　（内訳：大蛇77、追越　68、
　榊33、駅前26、　小舟渡223）
■回 収 率：63.2％

【問い合わせ】
総務課総務グループ
　　　　☎ 88-2112

避難勧告、避難指示が発令されたら、速やかに避難しましょう。
また、それらが発令されていなくても、災害による身の危険を感じた際には避難することが大切です。

22年2月28日

避難状況

避難勧告
避難指示

当日不在
13%

当日不在
11%

避難しなかった
43%

避難しな
かった
11%

避難した
44%

避難した
78%

町指定避難所　21％
親戚、知り合いの家
　　　　　　　63％
その他（一時的に高
台に避難等）　  16％

町指定避難所　27％
親戚、知り合いの家
　　　　　　　66％
その他（一時的に高
台に避難等）　　7％

当日不在
13%

当日不在
11%

避難しなかった
43%

避難しな
かった
11%

避難した
44%

避難した
78%

町指定避難所　21％
親戚、知り合いの家
　　　　　　　63％
その他（一時的に高
台に避難等）　  16％

町指定避難所　27％
親戚、知り合いの家
　　　　　　　66％
その他（一時的に高
台に避難等）　　7％

（アンケート結果より）

&

海岸付近にお住まいの方はご確認を！ 津波ハザードマップを公開しています
　町では浸水危険区域を表した津波ハザード
マップを公開しています。海岸付近にお住ま
いの方はぜひご確認ください。
■設置場所　庁舎
■町ホームページからもご覧になれます。
　「トップページ→階上町の施策→階上町ハ
ザードマップ」からご覧ください。

避難勧告と避難指示の違いがわからない
との質問をよくいただきます。

①避難の有無 ②海抜10ｍ以下世帯の避難の有無
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■ 65 歳以上の公的年金受給者の皆さまへ
　納税の利便性向上と、徴収の効率化を図るため、 住民税
が公的年金から天引き（特別徴収）されます。

町民税と県民税を合わせたもので、町民の皆さんそれぞれの
負担能力に応じて分担していただく税金です。

住民税とは

住民税（第1期）の
　　　納期限です

便利！安全！確実！
納税には便利な口座振替をご利用ください

■口座振替できる町税等
　軽自動車税、固定資産税、町・県民税、
国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料
■取扱金融機関　
　青森銀行（本・支店）、みちのく銀行（八
戸市内）、青い森信用金庫、八戸農業協同
組合階上支店、青森県信用漁業協同組合連
合会（階上代理店）、ゆうちょ銀行

■ 65 歳未満で公的年金所得を有する給与所得者の納付方法
　が変更になります
　22 年度より、公的年金にかかる住民税を、給与から天引
きできるようになりました。（お勤めの事業所が住民税を給
与から天引きしない場合は、普通徴収となります）

取扱金融機関に口座振替申込用紙と預
貯金通帳使用印鑑、納税通知書を持参
の上、お申し込みください。

対象年金

徴収する
税　　額

対 象 者

貸付金額
保障期間
年　　率

簡易小口資金 事業活性化資金

措置期間はともに運転6カ月以内、設備1年以内

1,250万円
7年以内
3.5%以内

2,000万円
10年以内
3.5%以内

21 年中において老齢基礎年金などの支払いを受け
ている方で、22 年 4 月 1 日現在 65 歳以上の方（住
民税が課税される方のみ）。
※介護保険料が年金から天引きされない方、天引き
　される住民税が老齢基礎年金などの額を超える 
　方、1 月 1 日以降転出されている方などは対象外。

老齢基礎年金、老齢年金、退職年金等
※障害年金・遺族年金の非課税年金は対象外。　
公的年金所得にかかる住民税
※公的年金以外の所得にかかる住民税は個人納付

（普通徴収）または給与から天引きされます。

【問い合わせ】町民課 税務グループ
　　　　　　　　　　☎88-2129・88-2114

6月30日㊌

　町では、青森県信用保証協会と、中小企業者の事
業資金にかかる借入を円滑にするため、特別保障制
度を実施しています。地元中小企業者のご利用しや
すい制度として、きめ細かな対応をしていくことに
なっていますので大いにご利用ください。

　4月中旬、蒼前コミュニティ公園の東屋の柱など
に、スプレーによる悪質な落書きがされているのが
見つかりました。
　そこで、5月18日に、ボランティアによる、落
書きを消す作業が行われました。作業をしたのは、
同地区の工務店と同社が支援しているソバの栽培か
ら調理、店舗運営まで、自立できるそば職人を養
成する訓練生の皆さん。同公園隣地の畑の開墾作業
の合間に、落書きの上から、刷毛で念入りに塗料を
塗り、消去しました。
ボランティアの皆さん
は、「二度と美観を損
なうようないたずら書
きをしないでほしい」
と訴えていました。

30

6June 2010

※各納期の前月末日までにお申し込みください。

【問い合わせ】
　青森県信用保証協会八戸支所　☎24-6181
　産業振興課産業振興グループ　☎88-2116

中小企業者の皆さまへ 融資のご案内 落書きはやめて！
ボランティアが落書き消去作業
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公民館講座受講生募集

自主活動グループの活動がはじまります
今年はあなたも、新しい事にチャレンジしてみませんか！

たくさんの仲間と 
　一緒に楽しく
　学びましょう！

ひまわり料理教室

版画・絵手紙教室

はしかみ川柳会

そば打ち同好会

レディースコーラスはしかみ 手芸・手編みクラブ

パッチワーク教室

階上太極拳の会

郷土の食材を使った料理作り
講師　調理師　
　　　松橋　キワ子 氏
第１水曜日／10:00～12:00
（7月7日開講）
場　所：道仏公民館
受講料：年1,000円

版画、絵手紙の作成
講師　日本版画院同人
　　　佐藤　明 氏
第2・4土曜日／14:00～16:00
（7月24日開講）
場　所：道仏公民館
受講料：年1,500円

川柳の学習とともに相互の親睦
を深める
講師　八戸川柳会顧問
　　　豊巻　つくし氏
第2土曜日／13:30～16:00
（7月10日開講）
場所：ハートフルプラザ・はしかみ
受講料：年3,000円

そば打ちの知識と技術の習得
講師　階上そば振興委員会副会長
　　　松橋　勝美 氏
第1・3木曜日／9:30～12:00
（7月15日開講）
場　所：道仏公民館
受講料：年1,000円および月
300円程度　※道具持参

文部省唱歌や叙情歌を楽しむ
講師　ピアニスト
　　　馬場　涼子 氏
第1・3土曜日／15:00～17:00
（7月17日開講）
場　所：道仏公民館
受講料：年3,000円

編物や手芸などで素敵な作品作り
講師　講談社カルチャースクール全国
編み物KCS・手芸講師　竹本　肥子 氏
第1・3木曜日／13:00～15:00
（7月1日開講）
場所：ハートフルプラザ・はしかみ
受講料：無料

パッチワーク作り
講師　パッチワーク講師
　　　石橋　せつ子 氏
第1・3金曜日／13:30～15:30
（7月2日開講）
場　所：道仏公民館
受講料：1回600円

太極拳の練習を通して健康増進
講師　陳氏太極拳協会
　　　深澤　俊彦 氏

水曜日（月2回）/19:00～21:00
（7月7日開講）
場所：ハートフルプラザ・はしかみ
受講料：月1,000円

■活動期間　7月～2月
■そ の 他　講座により材料費
が別途かかります。講師等の都
合により日程が変更になる場合
もあります。

■申し込み・問い合わせ
　6月28日（月）までに、または各講座開講5日前までに、下記までお申し込みください。
　教育課社会教育グループ　☎ 88-2698 ／道仏公民館　☎ 89-2110
　町ホームページ「生涯学習情報」からもお申し込み出来ます。

【日　　時】6月26日（土）～27日（日）
　　　　　　9:00～16:00　※入場無料
【場　　所】ハートフルプラザ・はしかみ
【展示作品】書道、陶芸、絵画、版画、俳句、短歌、 
　　　　　　編み物他
【問】階上町文化協会事務局長 三島栴治 ☎88-4771

カレンダー形式で、講座、イベント
情報を掲載。サークル情報も満載！

■設置場所　庁舎、ハートフルプ 
　ラザ、石鉢ふれあい交流館、道
　仏公民館、各区長宅

【問】総務課企画財政グループ☎ 88-2113

イベント・講座・団体・グループ・施設情報誌
学習ウオッチング '10 を発行しました

第６回 階上町文化協会総合文化展
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―禁煙支援および、禁煙に関する情報提供を行っていますー

６月は禁煙応援強化月間です

＜呼気一酸化炭素濃度測定＞

Stop
町の禁煙サポート（無料）

病院での禁煙治療が受けられます

■内　容　呼気一酸化炭素濃度測定※や問診を行い、たばこ依存度等にあわせた禁煙　
　　　　　方法の紹介をしています。
　　　　　※有害な呼気一酸化炭素をどのくらい取り込んでいるかを、簡単に測定できます。
■実施日　随時。庁舎内相談室の他、自宅へも伺います。事前に予約をお願いします。

■禁煙治療医療機関（22 年 3 月届出分）　※受診できる受付時間・曜日等は医療機関または保健福祉課へお問い合わせください

くば小児科クリニック
　湊高台1丁目12-26
黒田内科胃腸科医院
　柏崎3丁目7-18

きむらクリニック
　是川4丁目2-3

坂本内科クリニック
　吹上3丁目6-16

メディカルコート八戸西病院
　長苗代字中坪77

独立行政法人国立病院機構八戸病院
　吹上3丁目13-1

河原木内科医院
　糠塚字下道7-32

ささクリニック
　田向字間ノ田64-1

八戸クリニック内科
　柏崎1丁目8-32

八戸市国民健康保険南郷診療所
　南郷区大字島守字梨子ノ久保25-3

32-1198

45-7777

71-8855

24-5566

28-4000

45-6111

43-6516

73-5541

47-2525

82-2211

○

○

○

○

○

○

○

　下記医療機関では、禁煙治療を保険診療で受けられます。医師の指導のもと、禁煙補助剤で離脱症状を
やわらげながら禁煙できます。ただし、禁煙を希望し「ニコチン依存症」と診断された方が保険適用の対
象となります。（対象の目安を知りたい方は、保健福祉課までお問い合わせください）

■朝ごはんは心と体の栄養源
　　　～食べないと体調をくずす原因に～
・集中力がなくなる、イライラする
・太りやすい体質をつくる　・便秘になりやすい
■子どもも大人も朝ごはんで 1 日をスタート
　朝ごはんには、体温や血糖値を上げ、体を目覚め
させる大切な役割もあります。あたたかい飲み物や
汁もの、果物はオススメです。
　欠食しがちな方も、まずは自分が食べたいもの、
食べられるものを摂取し、朝ごはんを食べるという
生活や体のリズムをつくりましょう。

町内の関係機関により食育を推進中！食に関す
る学習機会等積極的に利用しましょう。

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2219

■朝ごはんを食べる小・中学生が増えてきました

階上町養護教諭部会発行「げんきマンつうしん」より引用

医療機関名 医療機関名電話番号 電話番号要予約 要予約

【問】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2219

朝ごはんは元気の源 ～ 6 月は食育月間です～

<町内中学生の朝食摂取状況>

<町内小学生の朝食摂取状況>
小学生20年度

76.4%
89.5%

17.1%
7.5% 4.4% 2.5% 0.3% 0.4%

毎日食べる 食べる方が多い 食べない方が多い ほとんど食べない

小学生21年度

中学生20年度78.3% 80.5%

12.3% 11.0%
5.5% 5.0% 4.0% 3.4%

毎日食べる 食べる方が多い 食べない方が多い ほとんど食べない

中学生21年度



広報はしかみ　２010・６ ⓬

子ども達の健全な育成のための
手当のお知らせです

【問】保健福祉課福祉グループ　☎ 88-2641

子ども手当の現況届を忘れずに！
　現在、町から子ども手当を受けている方は、毎年 6 月に「現況届」を提出しなければなりません。
　この届けは、子ども手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのもので、現況届の提出
がないと、6 月以降の手当の支給が差し止められますので、ご注意ください。
■提出期限　　6 月 30 日（水）
■提出書類　　①子ども手当現況届　②健康保険証の写し（受給者がサラリーマン等である場合に必要です）
　　　　　　　③印鑑（シャチハタ以外）④その他、養育している児童と別居している場合など必要に応
　　　　　　　じて提出する書類があります。
■提 出 先　　保健福祉課福祉グループ

■支給対象　何らかの理由により、父または母と生
計を同じくしていない児童を養育している家庭に対
し、児童が 18 歳に達した年度末まで支給されます。
　※次の場合は支給されません
　・児童が施設に入所する。
　・父または母（養育者）もしくは児童が国民年金（老齢福祉年
　　金を除く）、厚生年金、恩給などの公的年金を受けている。
　・児童が年金の加算の対象となっている。

■手当額（月額）

ー８月１日から父子家庭の方にも支給されますー
申請に関する詳細は、保健福祉課にお問い合わせ
ください。

　耕作放棄地の発生防止や農業生産活動の維持等を
目的に、中山間地域等の多面的機能を有している農
用地を、農業生産活動等を通じて守ることを条件と
して、交付金を支払う制度です。
　第 2 期対策の取り組みが終了し、一部要件等の見
直しを行い、22 年度から 5 年間、第 3 期対策とし
て改めて実施されることとなりました。

■説明会
・日　時：6月24日（木）14:00～
・場　所：森の交流館（鳥屋部字行人17-2）
　※第 3期対策に取り組む集落は、新規・継続に関わ 
　　らず新たに町から協定の認定を受ける必要があり
　　ます。

【問】産業振興課産業振興グループ　☎ 88-2116

■支給対象　20 歳未満で、政令で定める障がいの
　状態にある心身障害児を養育する父母または養
　育者に支給されます。
　※次の場合は支給されません

　・児童が施設に入所する。
　・児童が当該障がいを支給事由とする公的年金を受けている。
　・父母および障がい児が日本国内に住所を有していない。

■手当額（月額）

児童扶養手当　
ひとり親家庭の方に支給されます

特別児童扶養手当　
障がいのあるお子さんを養育する方に支給されます

全部支給
一部支給
第2子加算
第3子以降加算

41,720円
41,710円～9,850円（10円きざみ）
5,000円
1人につき　3,000円

1級

2級

50,750円

33,800円

身体障害者1級、2級、愛護
手帳A程度
身体障害者3級程度

手当の受給には申請手続きが必要です
　児童扶養手当・特別児童扶養手当の受給には、支
給を受けようとする方が申請し、認定されないと受
給できません（所得制限あり）。該当すると思う方は
保健福祉課で手続きをしてください。転入・転出・
転居等の届出時も手続きが必要です。

中山間地域等直接支払制度(第３期)説明会を開催します

子ども手当　　中学修了前までの子ども一人につき月額13,000円が支給されます



広報はしかみ　２010・６⓭

就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

楽しいがいっぱい！ 活動内容がさらに充実！

＜７月スケジュール＞
地域子育て支援センター「らんらんる～む」 子育てサークル「にこにこクラブ」

楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！楽しいがいっぱい！親子 de

期	日 期	日

・場所　階上保育園（保育園向かい側駐車場をご利用
　　　　下さい）
・時間　10:00～12:00

活	動	内	容 活	動	内	容

7/7（水）

7/9（金）

7/14（水）

7/21（水）

7/28（水）

7/16（金）
ジュースやさんごっこ～色水あそび～
　作って遊ぼう：ペットボトルの風鈴
＜子育て講座＞	
知っておきたい	消火器の使い方
　講師：八戸東消防署階上分署員
親子バス遠足
　要予約　限定20組の親子
　参加費　1家庭300円（バス代）
　締　切　6月25日（金）
水でっぽうで遊ぼう
　作って遊ぼう：ペットボトルの水時計
海へおでかけ③磯遊び～カニをつってみよう～
　作って遊ぼう：カニつりざお

おでかけ♪公園に遊びに行こう！
・場所　田代せせらぎ公園
・時間　10:00～12:00
・ハートフルプラザ駐車場集合

■参加費は、子ども１人につき100円
■ケガ等は、自己責任です。注意して楽しい活動に	
　しましょう。
■天候、諸事情等により、活動内容が変更になる場
　合があります。

※6月の日程は広報５月号に掲載しています。

【問い合わせ】
　保健福祉課健康増進グループ　　　　　☎88-2219
　階上保育園（地域子育て支援センター）☎89-2302

　日本脳炎の予防接種は、重症の ADEM（急性散在性脳脊髄炎）と旧ワクチン（マウス脳由来ワクチン）
との因果関係が否定できないことから、平成 17 年 5 月より接種が控えられていましたが、新しいワ
クチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）により接種が再開となりました。

＜第 2 期について＞
　新ワクチンの第 2 期（9 歳～ 13 歳未満）での使用は認められておりません。
　当面の間、定期予防接種は実施できません。
＜接種機会を逃してしまった方について＞
　平成 17 年 5 月以降、接種の差し控えにより、接種機会を逃してしまった方への接種
については、現在、厚生労働省において検討中です。

■接種対象者　第 1 期標準接種年齢の 3 歳に該当するお子さん

日本脳炎予防接種を再開します３歳のお子さんに対する

【問い合わせ】保健福祉課健康増進グループ　☎ 88-2219

※今年度は平成19年 4月 2日～平成20年 4月 1日生まれの方が対象です。
※対象となるお子さんには、後日個別通知します。
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室
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階
上
町
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や
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展
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山
野
に
美
し
く
咲
く
「
つ
つ
じ
」

は
、
町
民
の
た
く
ま
し
さ
と
心
の

や
さ
し
さ
を
表
し
て
お
り
、
ま
た
、

ど
っ
し
り
と
大
地
に
根
を
張
り
大

空
高
く
繁
る
「
け
や
き
」
の
姿
は
、

町
の
伝
統
の
ゆ
か
し
さ
と
未
来
へ

の
発
展
を
表
し
て
い
ま
す
。
数
多

く
生
息
す
る
鳥
類
の
中
で
も
高
尚

で
さ
わ
や
か
な
「
う
ぐ
い
す
」
の

鳴
き
声
は
、
町
民
の
心
を
な
ご
ま

せ
町
の
自
然
の
良
さ
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

今
、
三
十
年
と
い
う
節
目
の
時

に
あ
た
り
、
先
人
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
歴
史
に
学
び
、
未
来
へ
の
懸

け
橋
と
な
っ
て
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
私
た
ち

の
責
務
で
あ
り

ま
す
。

　
「
ひ
か
り
生

す　

協
働
の
ま

ち　

階
上
」
を

め
ざ
し
て
、
頑

張
り
ま
し
ょ

う
。

　

去
る
五
月
二
十
一
日
、
さ
わ
や

か
な
五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
階
上

町
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
式
典
に
先
立
ち

記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
に
定
め
た
町
の

花
「
つ
つ
じ
」
と
、
木
は
「
け
や

き
」
を
、
鳥
の
「
う
ぐ
い
す
」
に

は
、
梅
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
あ
や
か
っ
て
「
紅
梅
」「
白

梅
」
を
＂
夫
婦
梅
＂
に
た
と
え
、

町
の
健
や
か
な
成
長
と
か
ぎ
り
な

い
発
展
を
願
っ
て
、
計
四
本
を
庁

舎
前
に
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

厳
し
い
風
雪
に
耐
え
、
新
緑
の

栄えある名誉町民となられた元県議
会議長の上野正蔵氏と、同氏より寄
贈されたツツジ

　

生
ま
れ
て
か
ら
野
菜
し
か
食
べ

た
こ
と
の
な
い
お
お
か
み
は
、
焼

い
た
豚
を
食
べ
て
み
た
い
と
、
き

つ
ね
博
士
に
相
談
し
ま
す
。
お
お

か
み
は
無
事
、
焼
い
た
豚
を
食
べ

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

二
十
代
、
三
十
代
の
た
め
の
人

生
設
計
入
門
書
！

　

い
ま
の
若
者
は
普
通
に
す
ご
す

だ
け
で
お
金
が
足
り
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
厳
し
い
時
代
を
生

き
抜
く
た
め
の
お
金
の
知
識
本
！

■
本
を
借
り
る
に
は
図
書
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
で
発
行
で

き
ま
す
の
で
身
分
証
明
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。（
発
行
無
料
）

　

日
本
に
は
四
季
折
々
の
行
事
が

あ
り
ま
す
。
行
事
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
小
さ
な
物
語
が
あ
り
、
自
然

へ
の
感
謝
と
共
生
の
願
い
が
脈
々

と
流
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
本

で
す
。

『子どもと楽しむ行事
とあそびのえほん』

すとうあさえ 著
のら書店

■貸出時間■
○ハートフルプラザ・はしかみ
　9 ～ 19 時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9 ～ 17 時（月～金）
　　　　　※土曜は 15 時まで
○石鉢ふれあい交流館
　9 ～ 19 時（火～土、日・祝日）

在宅介護・入所相談等
介護に関するお悩みお受けいたします
〒039−1212
青森県三戸郡階上町蒼前西２丁目９ー９８８
Te l. ０１７８−８８−２５９５
Fax. ０１７８−８８−２５９６

『ぶたのたね』
佐々木マキ 著

絵本館

『たりないお金』
竹川美奈子　著
ダイヤモンド社

NHKこども将棋大会 参加者募集
7 月 25 日（日）10:00 ～ 16:00

NHK 八戸支局ハナミズキホール
■参加資格　小学生（棋力による 3 クラス制）、　駒
　の動かし方のわかる程度（10 級）の児童も歓迎
　します。（参加費無料）
■申込　①氏名②電話番号③学校名・学年を明記の
　上、電話、FAX、はがきでお申し込みください。

【問】NHK 八戸支局（☎ 43-9211/FAX 45-9200）

『子どもと楽しむ行事
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町
制
を
施
行
し
て
か
ら
の
三
十

年
、
町
は
、
度
重
な
る
自
然
の
猛

威
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
被
害
を

幾
度
と
な
く
受
け
て
き
ま
し
た
。

度
重
な
る
冷
害

　

町
制
を
施
行
し
た
昭
和
五
十
五

年
は
、夏
場
の
天
候
不
順
が
続
き
、

大
正
二
年
以
来
の
大
凶
作
と
言

わ
れ
、
東
北
地
方
は
大
き
な
冷

害
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
町
で

豪
雨
が
町
を
襲
う

　

昭
和
五
十
七
年
、
五
月
二
十
日

か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
県
南
を

中
心
に
大
雨
が
降
り
、
町
で
は

二
一
七
㍉
と
い
う
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

道
路
の
決
壊
、
山
地
の
土
砂
崩

れ
、
河
川
の
河
岸
決
壊
、
農
地
の

流
失
、
冠
水
、
住
家
の
一
部
破

損
、
床
上
床
下
浸
水
等
、
本
町
有

史
以
来
の
も
の
で
、
被
害
額
は

九
億
八
千
二
百
万
円
と
い
う
大
災

害
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
災
害
支
援
に
あ
た
っ
た

元
消
防
団
員
は
、「
松
館
川
が
決

壊
し
、
周
囲
は
海
の
よ
う
だ
っ
た
。

車
高
の
高
い
消
防
車
が
や
っ
と
走

れ
る
ぐ
ら
い
、
水
が
あ
ふ
れ
て
い

た
」
と
当
時
の
様
子
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
被
害
を
き
っ
か

け
に
、
川
幅
が
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、

河
岸
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。

地
震
が
町
を
襲
う

　

グ
ラ
グ
ラ
ッ
―
、
平
成
六
年
、

十
二
月
二
十
八
日
、
午
後
九
時

十
九
分
、
突
如
襲
っ
た
三
陸
は
る

か
沖
地
震
（
震
度
六
）
と
、
そ
の

恐
怖
の
冷
め
る
暇
も
な
く
襲
っ

た
、翌
七
年
一
月
七
日
の
余
震
（
震

度
五
）
は
、
青
森
県
南
東
部
の
地

域
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
負
傷
者
八
人
、
公
共

施
設
と
土
木
関
係
を
は
じ
め
、
住

宅
を
中
心
に
四
百
五
十
棟
を
超
え

る
建
物
と
家
財
等
に
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
最
も
憂
慮
さ

れ
た
津
波
は
、
約
五
十
㌢
の
海

水
面
上
昇
を
観
測
し
た
の
が
ピ

ー
ク
で
、
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
の
が
不
幸
中
の
救
い
で
し
た
。

　

こ
の
時
は
、
被
害
状
況
や
、
復

旧
支
援
に
関
す
る
情
報
に
関
す
る

広
報
の
号
外
も
発
行
さ
れ
る
な

ど
、
被
害
の
大
き
さ
を
伝
え
て
い

ま
す
。

　

地
震
、
津
波
、
火
災
、
風
害
な

ど
、
そ
の
日
は
突
然
や
っ
て
来
る
。

こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
生
か
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
助
け
合

う
体
制
を
整
え
て
お
く
た
め
、
総

合
防
災
訓
練
の
実
施
や
、
自
主
防

災
組
織
の
設
立
な
ど
の
防
災
対
策

も
進
ん
で
い
ま
す
。

は
、
全
域
に
わ
た
っ
て
葉
イ
モ
チ

病
が
発
生
す
る
な
ど
、
被
害
額
は

八
億
六
千
三
百
万
円
と
、
か
つ
て

な
い
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
五
年
は
、
春
先
か
ら
異
常

低
温
と
日
照
不
足
が
続
き
、
農
作

物
の
生
育
が
大
幅
に
遅
れ
、
戦
後

最
悪
の
冷
害
を
記
録
。
被
害
総
額

は
約
四
億
三
千
万
円
と
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
冷
害
は
、
何
度
と
な

く
農
家
を
苦
し
ま
せ
ま
し
た
。

度
重
な
る
自
然
の
猛
威
を
乗
り
越
え
て

町制 30 年をふり返る

はしかみ物語

3

1 豪雨で、道仏川が決壊。
水田の畦畔流失（昭和
57年）

2 三陸はるか沖地震の余震
で、外壁がはがれおちた
赤保内小学校校舎（平成
７年）

3 平成5年の冷害で、農作
物異常低温対策本部を設
置、町議会議員が冷害地
を視察（広報はしかみよ
り）

1

2

3
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お知らせ Information 
　

町
か
ら
推
薦
さ
れ
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
定
例
相
談
（
人
権
相
談
・
行
政

相
談
・
心
配
ご
と
相
談
）

・
第
３
火
曜
日

・
13
時
～
15
時

・
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

■
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
を
守
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
に
関
す
る

悩
み
や
苦
情
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

定
例
相
談
以
外
に
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
　
　
　
　
　

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

■
就
業
支
援
講
習
会

①
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課

程
講
習
会

・
八
戸
市
総
合
福
祉
会
館　

他

・
７
月
～
９
月
ま
で
の
23
回
程
度

１
３
４
時
間　

・
定
員　

20
人

②
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

・
ア
レ
ッ
ク
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
学
院

・
７
月
14
日
～
10
月
ま
で
週
３
回

（
主
に
月
・
水
・
金
、
全
36
回
）

・
定
員　

20
人

③
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

・
７
月
６
日
～
７
日

・
八
食
セ
ン
タ
ー

・
定
員　

４
人

・
対
象　

調
理
師
試
験
を
受
験
さ

れ
る
方

※
締
切　

い
ず
れ
も
６
月
16
日

■
相
談
事
業

①
法
律
相
談
（
※
要
予
約
）

　

第
３
火
曜
日　

13
時
～
15
時

②
就
業
相
談
・
母
子
相
談

　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17

時
15
分

・
い
ず
れ
も
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
可
能
で
す
。

☎
０
１
７
（
７
７
４
）
３
７
８
０

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ　

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
４
１

　

青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
１
７
（
７
３
５
）
４
１
５
２

■
対
象

・
肢
体
不
自
由
者
（
児
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す
る
方

・
市
町
村
、
青
森
県
障
害
者
相
談

セ
ン
タ
ー
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳

の
再
認
定
を
必
要
と
さ
れ
た
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
が
い
程

度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ
り
、

変
更
を
必
要
と
す
る
方

・
義
肢
等
補
装
具
類
の
交
付
ま
た

は
修
理
を
必
要
と
す
る
方
（
補
装

具
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
一
部
介

護
保
険
が
優
先
）

・
生
活
、
医
療
、
施
設
入
所
等
の

相
談
を
希
望
す
る
方

■
審
査
日
程
等

・
７
月
15
日
（
木
）

　
　
　

受
付
８
時
45
分
～
11
時

・
八
戸
市
福
祉
体
育
館

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
０
６
３
５

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ　

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
６
４
１

■応募資格
　平成 23 年成人式対象者（H2.4.2 ～ H3.4.1 生まれの方）で、成

人式までの期間、月 1 回～ 2 回行う実行委員会に参加可能な方。
■応募方法
　①住所②氏名③生年月日④電話番号を明記の上、郵送、ＦＡＸ、

メールでご応募ください。電話または直接お申し込みいただい
ても結構です。

■申し込み・問い合わせ　
　教育課社会教育グループ成人式担当宛
　　〒 039-1201 階上町大字道仏字天当平 1-87
　　☎ 88-2764　FAX 88-1803
　　e-mail　hashikyo@town.hashikami.aomori.jp

人
権
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

相談

身
体
障
害
者
無
料
巡
回

審
査
を
行
い
ま
す

お知らせ

母
子
家
庭
等
就
業
支
援

講
習
会
と
相
談
事
業

お知らせ

成人式実行委員会スタッフを募集します
平成23年階上町成人式（H23.1.9開催予定）において

式典進行や交換会の企画運営をしていただく実行委員を募集します

一生に一度しかない成人式！新たな人生
の門出となる思い出を作りませんか。
やる気のある新成人の方、ご応募お待ち
しています！
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⓱

お知らせ Information
■
テ
ー
マ
・
募
集
内
容

　

町
の
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
伝
統

行
事
、
史
跡
や
文
化
財
、
自
然
景

観
、
生
活
風
俗
な
ど
を
題
材
と
し

た
も
の
。

■
応
募
規
定

・
四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切

（
組
み
写
真
・
画
像
処
理
不
可
）

・
人
物
写
真
等
の
場
合
は
肖
像
権

を
ク
リ
ア
し
て
下
さ
い
。

※
応
募
点
数
制
限
な
し
。
未
発
表

作
品
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
を
作
品
裏
面
に
貼
付

し
て
送
付
ま
た
は
持
参
。（
選
外

作
品
の
返
却
希
望
者
は
、
返
信
用

封
筒
を
添
付
）

■
締
め
切
り　

23
年
２
月
25
日

（
当
日
消
印
有
効
）

■
各
賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀

賞
３
点
他
（
賞
状
・
賞
品
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

■
助
成
対
象　

文
化
、
教
育
、
福

祉
、
環
境
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の

分
野
で
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
し

て
い
る
県
内
の
団
体

■
助
成
内
容　

１
団
体
20
万
円
、

10
団
体
程
度

■
応
募
締
切　

６
月
30
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

東
北
労
働
金
庫
青
森
県
本
部

　

☎
０
１
７
（
７
７
７
）
６
１
６
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.tohoku-rokin.or.jp

　

車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
中
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、

バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
、
完
全

に
止
ま
っ
て
か
ら
席
を
お
立
ち
願

い
ま
す
。

■
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
立
ち

に
な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合

に
は
、
つ
り
革
や
握
り
棒
に
し
っ

か
り
お
つ
か
ま
り
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

　
（
社
）
青
森
県
バ
ス
協
会

　

八
戸
市
立
市
民
病
院
で
は
、
八

戸
圏
域
定
住
自
立
圏
（
八
戸
市
、

三
戸
町
、
五
戸
町
、
田
子
町
、
南

部
町
、
階
上
町
、
新
郷
村
、
お
い

ら
せ
町
）
の
事
業
に
よ
り
、
３
月

29
日
か
ら
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
市
民
病
院
に

常
駐
し
、
８
時
か
ら
23
時
ま
で
の

間
、
八
戸
消
防
本
部
の
要
請
を
受

け
て
医
師
が
救
急
現
場
へ
直
行
し

ま
す
。

■
道
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

　

緊
急
出
動
時
に
は
赤
色
灯
を
つ

け
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行

し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
消
防
車
や
救
急
車
と
同
様
に

道
を
譲
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
市
立
市
民
病
院

　
　
　
　

☎
（
７
２
）
５
１
１
８

階上町歴史講座開講！
■主　催　階上町歴史研究会
■対　象　一般成人（町内外どなたでも参加できます）

■参加費　各回 100 円程度（材料代別途）

■申込方法　6月18日（金）までに電話・FAXまたは直
　接お申し込みください。（日程変更や別途費用について

　はハ ガキでご連絡しますので、必ずお申し込みください）

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
行
に

ご
協
力
を
！

お願い

ろ
う
き
ん
１
億
円
基
金

助
成
団
体
募
集

募集

第
７
回
階
上
町
観
光
協
会

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

募集

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に

つ
い
て

お願い

白地に赤と青のラインが入っ
た車両です。出動時には、救
急車などと同様の緊急走行を
行います。

町には、皆さんがまだ知らない歴史がたくさんあります！
選択受講も可能です。どうぞお気軽にご参加ください。

回

6月19日(土)　
  14:00～16:00
7月10日(土)　  
13:00～16:00
8月 7日(土)　  
14:00～16:00
9月25日(土)　
  14:00～16:00
11月13日(土)　  
14:00～16:00

階上町歴史研究会
　正部家 奨 さん
階上町歴史研究会
　成田 北士 さん
東北巨木調査研究会
　山本 光一　さん
是川縄文学習館
　小林 和彦 さん
青森県立郷土館
　本田　 伸 さん

ハートフルプラ
ザ・はしかみ

寺下観音集合

ハートフルプラ
ザ・はしかみ集合

ハートフルプラ
ザ・はしかみ

聞いて学ぶ（歴史）
　道仏城（立上城）と赤松民部吉時について
実践して学ぶ（信仰・実習）
　石碑の拓本を取ろう
訪ねて学ぶ（自然・見学）
　階上町の巨樹・巨木めぐり （定員20人程度）
見て学ぶ（考古）
　寺下貝塚から見る縄文時代の食生活について
聞いて学ぶ（歴史）
　八戸藩と盛岡藩の境塚　　※期日は予定

日　時 講　師 場　所テ　ー　マ

【問い合わせ・申し込み】教育課社会教育グループ　☎ 88-2698 ／ FAX 88-1803
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消 防 情 報 交 番 情 報
火事は 119 番へ
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

■
青
森
県
は
万
引
き
が
多
い
県

　

21
年
中
の
県
内
の
万
引
き
検
挙

数
を
人
口
１
万
人
当
た
り
の
割
合

に
換
算
す
る
と
、
８
・
９
５
人
。
こ

れ
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
16
位
、
東

北
管
内
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。

　

町
内
で
の
火
災
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
火
災
発
生
件
数
３
件
に

対
し
、
今
年
は
す
で
に
８
件
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
ペ
ン
キ
な
ど
の
塗
料

・
化
粧
品
や
掃
除
用
の
ス
プ
レ
ー 

　

缶
な
ど

※
ガ
ソ
リ
ン
や
、
サ
ラ
ダ
油
な

ど
、
取
り
扱
い
や
保
管
に
は
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

■
危
険
物
に
対
す
る
防
火
の

　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
！

①
火
気
の
近
く
で
危
険
物
を
取
り

扱
わ
な
い
。

②
ス
プ
レ
ー
缶
を
た
き
火
な
ど
の

中
に
捨
て
た
り
、
暖
房
器
具
の
そ

ば
や
直
射
日
光
の
当
た
る
と
こ
ろ

に
置
か
な
い
。

③
製
品
の
注
意
事
項
を
よ
く
読

　

内
訳
は
、
20
歳
未
満
３
割
、
成

人
７
割
。
さ
ら
に
、
成
人
の
７
割

が
50
歳
以
上
で
、
中
高
年
齢
者
に

よ
る
万
引
き
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

■
万
引
き
は
犯
罪
で
す

　

万
引
き
は
10
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
窃
盗
罪
で
す
。

　

身
の
回
り
で
犯
罪
を
起
こ
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
万
引
き
を
「
し

な
い
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
さ
せ
な
い
・

み
の
が
さ
な
い
」
環
境
作
り
が
必

要
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
前
勤
務
地
（
三
戸

署
）
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
た
の

で
、
海
が
見
ら
れ
て
気
持
ち
が
い

い
で
す
。
釣
り
も
楽
し
み
で
す
。

　

６
月
６
日
（
日
）
か
ら
12
日

（
土
）
ま
で
は
、
危
険
物
安
全
週

間
で
す
。

　

階
上
分
署
で
も
危
険
物
安
全
管

理
強
調
週
間
と
し
、
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
な
ど
を
取
り
扱
う
危
険
物
施

設
に
対
し
、
火
災
や
事
故
を
防
ぐ

た
め
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
家
庭
の
中
に
存
在
す
る
危
険
物

・
暖
房
用
の
灯
油

・
自
動
車
な
ど
の
ガ
ソ
リ
ン

・
揚
げ
物
な
ど
に
使
う
サ
ラ
ダ
油

み
、
正
し
く
取
り
扱
う
。

④
て
ん
ぷ
ら
な
ど
の
揚
げ
物
を
し

て
い
る
と
き
は
、
火
を
つ
け
た
ま

ま
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る

場
合
は
必
ず
火
を
止
め
る
。

⑤
油
の
染
み
込
ん
だ
新
聞
紙
、
揚

げ
カ
ス
は
、こ
ま
め
に
処
分
す
る
。

⑥
灯
油
な
ど
は
蒸
気
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
専
用
の
密
閉
容
器
に
入

れ
、換
気
の
良
い
冷
暗
所
に
置
く
。

　

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
危
険
物

に
よ
る
火
災
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

万
引
き
は
犯
罪
で
す

  

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
み
の
が
さ
な
い

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

危
険
物

　
事
故
は
瞬
間
　
無
事
故
は
習
慣

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
―
交
番
新
職
員
紹
介
―

●平成 22 年階上町交通事故発生状況
4月 30日現在

死亡事故ゼロ連続日数

前年同期比増減

発 生 件 数

死　　 者

傷	 者	 数

11

0

14

＋ 1

±	0

＋ 2

973日

階上交番

新
に い だ

井田信
のぶはる

治　巡査長

事件は 110 番へ
階 上 交 番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

火の元
火の取り扱いには
十分注意しましょう
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野
原
や
民
家
付
近
に
生
え
る
多

年
草
。
雌
雄
異
株
で
、
雌
株
の
方

が
背
が
高
く
、
花
序
も
多
い
。
酸

性
土
壌
に
も
よ
く
生
え
る
。

　

高
さ
は
三
十
㌢
～
一
㍍
ぐ
ら

い
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
茎
の

先
に
円
錐
花
序
（
え
ん
す
い
か

じ
ょ
）
を
出
し
、
小
さ
な
花
を
多

数
つ
け
る
。
蝶
の
ベ
ニ
シ
ジ
ミ
の

食
草
で
あ
る
。

　

和
名
は
「
酸
い
葉
」
で
、
茎
や

葉
に
シ
ュ
ウ
酸
を
含
み
、
酸
味
が

あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た

と
い
う
。

　

別
名
「
ス
カ
ン
ポ
」
。
イ
タ
ド

リ
を
ス
カ
ン
ポ
と
呼
ぶ
地
方
も
あ

る
が
、
本
来
、
ス
カ
ン
ポ
は
ス
イ

バ
の
こ
と
で
あ
る
。
方
言
名
に

は
、
ア
カ
ギ
シ
ギ
シ
、
キ
チ
キ

チ
、
シ
イ
シ
バ
な
ど
が
あ
る
。

赤く見える雌花・花粉を出す雄花

ス
イ
バ
（
た
で
科
）

有
　
谷
　
　
　
升

正
部
家
　
奨
／
作
・
佐
藤
　
明
／
画

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
九
）

＜253＞

◇198◇

　

東
に
海
を
見
て
右
に
山
の
鼻
厳

石
に
て
其
所
へ
玉
川
流
る
、
是こ

レ

も
※

新し
ん
こ
き
ん

古
今
に
※

能の
う
い
ん因
の
歌
を
載の

せ

て
　

夕ゆ
う

さ
れ
ば
汐し

お
か
ぜ風

こ
し
て
陸み

ち
の
く奥

の

　
　

野
田
の
玉
川
千ち
ど
り鳥

な
く
也

と
有
る
は
爰こ
こ

也
。

　

五
日
町
よ
り
小
道
五
里
、巽

た
つ
み（

南

東
）
也
。
久
慈
八
日
町
よ
り
は
巽

の
方
三
十
里
也
、
玉
川
は
五ご
け
ん間

斗

り
の
川
也
、
壱
本
橋
に
て
渡
る
。

玉
川
村
人
家
二
十
軒
斗
り
、
玉
川

の
源
み
な
も
とは

是こ

レ
よ
り
西
小
道
十
五
里

斗
り
「
玉
川
は
た
」
と
言
え
る
所

よ
り
流
れ
来
る
と
い
う
。
玉
川
の

里
に
酒
の
み
読
め
る
歌
、
正
之

　

此
里
の
人
は
夜
な
く
朝
な
く

　
　

汐
風
と
も
に
鳥
を
聞
く
ら
ん

と
ぞ
書
い
て
止と

め
侍は

べ

る
歌

　

陸
奥
の
野
田
の
玉
川

　
　

秋
た
け
て

　

汐
風
寒
し　

千
鳥
な
く
ら
ん

と
な
ん
。
野
田
玉
川
よ
り
巽
の
方

小
道
三
十
里
斗
り
黒く
ろ
さ
き崎

と
言
え
る

出
崎
見
ゆ
、
艮
う
し
と
ら（

北
東
）
に
十
五

里
斗
り
に
見
崎
見
ゆ
、
北
へ
帰
る

と
て
砥と
い
し石

が
鼻は

な

を
過
ぎ
て
、
あ
わ

び
（
鮑
）
と
り
た
る
も
の
の
所
に

て
三み
っ

つ
を
買
う
て
焼や

か
し
め
て
食

い
ぬ
、
彼
等
五
人
海
中
※

八や
ひ
ろ尋

程

沈
ミ
て
取
る
と
語
る
、
其そ

ノ
業わ

ざ

、

い
と
大た
い
ぎ儀

な
る
事
に
ぞ
見
え
け

る
。

※ 

新
古
今
和
歌
集
＝
勅
撰
和
歌
集
。
後

鳥
羽
上
皇
を
中
心
に
、
当
代
の
和
歌
を

集
め
て
元
久
二
年（
一
二
〇
五
）に
成
立
。

「
万
葉
集
」、「
古
今
集
」
と
と
も
に
三
大

歌
集
と
さ
れ
る
。

※ 

能
因
＝
平
安
中
期
の
歌
人
。
平
安
後

期
以
後
の
中
古
、
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。

俗
名
、
橘た
ち
ば
な
の
な
が
や
す

永
愷
。
藤
原
長
能
に
和
歌
を

学
び
、
奥お
う
し
ゅ
う
あ
ん
ぎ
ゃ

州
行
脚
を
試こ
こ
ろ

み
た
。「
能
因
歌

枕
」、「
能
因
集
」
な
ど
が
あ
る
。

※ 

尋ひ
ろ

＝
お
と
な
が
両
手
を
左
右
に
の
ば

し
た
時
の
指
先
か
ら
指
先
ま
で
の
距
離
。

六
尺し
ゃ
く、

約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
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■付加年金

■国民年金基金

加入できる方

加入できる方

保険料・掛金
受け取る年金額
手 続 き

保険料・掛金

受け取る年金額

手 続 き

国民年金第1号被保険者（国民年金の保険料を納めて
いる方）
65歳までの任意加入被保険者

国民年金第1号被保険者（国民年金の保険料を納めて
いる方）
加入時の年齢・選択する年金のタイプ・口数によって
決まります。
年金のタイプや加入口数を選択して年金額を自由に設
計できます。

月額400円
納めた月数×200円を毎年受け取ることができます。
町民課戸籍住民グループ

青森県国民年金基金　☎0120-65-4192
＊注意：付加年金と国民年金基金は、同時に加入することはできません。

＊町内で土砂災害が発生した際は、総務課総務グループ（☎88-2112）または建設課土木建設グループ（☎88-2118）までご一報ください。

【問い合わせ】
　八戸年金事務所
　　　　　　　☎43-7369
　町民課
　　戸籍住民グループ
　　　　　　　☎88-2119

お誕生おめでとう

前途を祝福します

お悔やみ申し上げます

６月は土砂災害防止月間です ～被害ゼロを目指しましょう～

へ避難していれば助かった命もたくさんあったと
言われてます。
　正しい危機意識と早期非難で土砂災害による被
害ゼロを目指しましょう。
【問い合わせ】青森県県土整備部 河川砂防課
　　　　　　　　砂防グループ　☎017-734-9670

　青森県内には、約 4,000 カ所もの土砂災害危険
個所があり、強い雨が原因で「土石流」、「地すべ
り」、「がけ崩れ」がどこでも起こる可能性があり
ます。
　昨年度は日本各地で土砂災害が発生し、そして
多くの犠牲者が出ました。中には、地域の避難所

編集後記

戸籍の窓

（父の名・母の名）　 （年齢・地区名）

　町制施行 30 周年記念式典
が無事終了。多くの町民の皆
さんもステージに出演、盛り
上げていただきました。今号
とともに配布した記念誌は、
30 年の歩み、各地区のまち
づくりを紹介しています。ぜ
ひご覧ください。 （田中）

齋 藤 唯
い ぶ き

輝

笹 山 櫂
か い せ い

誠

中野渡　琉
る

　菜
な

小 守 駿
し ゅ う と

音

土 橋 和
わ か な

奏

相　田　さくら

工 藤 煌
き ら の

祈

夏 坂 恭 平

葉　山　真理子

木　村　富貴子
石 川 儀 男
佐 藤 勝 雄
工　　 松 夫
石 鉢 テ ル
下 平 文 雄
荒 谷 せ つ
伊 藤 三 郎
明 戸 祥 一
石 鉢 モ ヨ
佐々木　ア　キ
木 村 ヒ デ
竹 村 三 太
荻ノ沢　奈　保
法 師 濱　　　 稔
下 畑 芳 郎

（基　継・留　奈）

（俊　雄・香　織）

（伸　也・真由美）

（陽　貴・稚　子）

（美加佐・佐恵子）

（幸　志・さゆり）

（拓　司・寿　子）

野場中

荒　谷

耳ケ吠東

蒼　前

田　代

石　鉢

野場中

（鳥屋部）

（　　　）

（69・駅　前）
（81・駅　前）
（71・赤保内）
（60・耳ケ吠東）
（81・石　鉢）
（72・鳥屋部）
（79・荒　谷）
（86・鳥屋部）
（57・石　鉢）
（85・石　鉢）
（93・野場中）
（86・石　鉢）
（94・金山沢）
（86・晴山沢）
（67・耳ケ吠西）
（77・荒　谷）

地区

（希望者の分を掲載しています）

（住所または元の本籍）

より多くの年金を
受けたい方へ 付加年金と国民年金基金

人口と世帯数
平成22年 5月 1日現在

平成22年 6月 1日現在

総人口
男
女

世帯数

総人口
男
女

世帯数

14,731人
7,375人
7,356人
5,673世帯

14,713人
7,368人
7,345人
5,670世帯

（－10）
（＋ 1）
（－ 11）
（＋ 17）

（－ 18）
（－ 7）
（－ 11）
（－ 3）

平成22年4月21日～5月受付分（敬称略）

神奈川県
愛 川 町
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燃やせるごみ収集日（東部地区）

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

町子連初級リーダー研修会（～４日　八工大

キャンプ場）

支部対抗野球大会（道仏中グラウンド）

燃やせないごみ収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ  17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・段ボール収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（東部地区）

燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

町内駅伝競走大会

剣道クラブ（町民体育館  10:00 ～ 12:00）

燃やせないごみ収集日（全地区）

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

乳児保健相談（H22.1 ～ 2 月出生児、ハート

フルプラザ  9:30 ～ 12:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ  17:30 ～ 19:30）

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

社会を明るくする運動推進大会（道仏中）

燃やせるごみ収集日（東部地区）

粗大ごみ収集日（中央・西部地区）

1
2

3

4
5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

15

木
金

土

日
月

火

水

木
金
土

日

月

火

水

木

７月

CALENDAR ６月16日（水）～７月15日（木）CALENDAR
６月

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

ごみ収集日の地区区分

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

不法投棄は
　  禁止されています

土・日・祝日および17:00 以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

中央・
西部地区

東部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代
晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

課名・グループ名等

出 納 室
農 業 委 員 会

議 会 事 務 局

１
階

２
階

直通電話番号
88-2129
88-2114
88-2119
88-2219

88-2115・2641
88-2049
88-2946
88-2112
88-2113
88-2116
88-2120
88-2118
88-2495

88-2698・2764
88-2369

総 務 グ ル ー プ
企画財政グループ
産業振興グループ
下水道グループ
土木建設グループ
学校教育グループ
社会教育グループ

戸籍住民グループ
健康増進グループ
福 祉 グ ル ー プ

町 民 課

保健福祉課

総 務 課

産業振興課

建 設 課

教 育 課

３階

賦課
収納

税　　務
グループ

○ごみは、必ず収集日当日の朝8時までに自分の住
んでいる地域のごみ収集所に出してください。ごみ
の量や交通事情などにより同じ時間に収集車が来る
とは限りません。

　不法投棄した場合、5年以
下の懲役または1千万円以下
の罰金に処せられるなど厳し
い罰則が設けられています。

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
新聞紙・ダンボール収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
粗大ごみ収集日（中央・西部地区）
まちづくり地域懇談会（石鉢ふれあい交流館  18:30）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
まちづくり地域懇談会（森の交流館  18:30）
郡中体連夏季大会（～ 20 日）
剣道クラブ（町民体育館  10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）
夜間納税相談（町民課税務グループ  17:30 ～ 19:30）
まちづくり地域懇談会（ハートフルプラザ 18:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）
まちづくり地域懇談会（道仏公民館 18:30）
燃やせるごみ収集日（東部地区）
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）
町陸上記録会（赤保内小学校）
文化協会総合文化展（～27日  ハートフルプラザ）
剣道クラブ（町民体育館  10:00 ～ 12:00）
燃やせないごみ収集日（全地区）
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）
夜間納税相談（町民課税務グループ  17:30 ～ 19:30）
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）
3 歳児健康診査（H18.10.1 ～ 18.12.31 生まれ、
ハートフルプラザ　12:15 ～ 14:30）
町・県民税第 1 期納期限

16

17

18

19
20
21

22

23

24

25

26
27
28

29

30

水

木

金

土
日
月

火

水

木

金

土
日
月

火

水
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階
上
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
条
例
の
制

定
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
設
置
に
伴
う
条

例
の
制
定
で
す
。

名
称　

あ
お
ぞ
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

場
所　

赤
保
内
字
柳
沢
15
番
地
56

（
旧
中
央
保
育
所
跡
地
）

使
用
料
（
左
表
）

　
■
補
正
予
算

　

平
成
21
年
度
、
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
５
件
の
補
正
予
算
で

す
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
６
、３
２
０
万
８
千
円
を
追

　

か
ね
て
よ
り
念
願
で
あ
り
ま
し

た
「
は
し
か
み
議
会
だ
よ
り
」
が

い
よ
い
よ
発
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
開
か
れ
た
議
会
」

の
一
環
と
し
て
町
議
会
の
活
動
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
意
見
や
ご
指
導
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

主
と
し
て
年
４
回
の
定
例
会
の

様
子
を
記
載
し
、
議
会
に
お
け
る

各
議
員
の
質
問
や
執
行
機
関
側
の

答
弁
が
わ
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
各
常
任
委
員
会
の
活

動
や
そ
の
他
議
会
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

私
ど
も
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
勉
強
し
、
町
民
の
期
待
に
応

え
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
が
町
民
と
議
会
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
を
３

月
５
日
開
会
し
、
３
月
12
日
閉
会

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
報
告
１
件
、

専
決
処
分
１
件
、
条
例
制
定
３
件
、

条
例
全
部
改
正
１
件
、
条
例
一
部

改
正
９
件
、
補
正
予
算
６
件
、
新

年
度
予
算
７
件
、
条
例
廃
止
１
件
、

そ
の
他
３
件
な
ど
、
計
32
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
は
所
管
す
る
常
任

委
員
会
へ
付
託
し
、
審
査
し
た
ほ

か
、
本
会
議
に
お
い
て
も
審
議
し

て
い
ま
す
。

■
条
例
制
定

階
上
町
名
誉
町
民
条
例
の
制
定

　

広
く
社
会
文
化
の
興
隆
又
は
本

町
の
発
展
に
貢
献
し
た
者
に
対

し
、「
階
上
町
名
誉
町
民
」
の
称

号
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

る
も
の
で
す
。

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

59
億
３
、０
９
９
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

■
新
年
度
予
算

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
で
52
億
２
千
万
円

と
定
め
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
で

17
億
５
、８
２
６
万
８
千
円
と
定

め
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
の
予
算

は
、
22
万
９
千
円
と
定
め
ま
し
た
。

　

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

の
予
算
は
、
３
、６
１
０
万
円
と

定
め
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
予
算

は
、
８
億
８
、７
３
７
万
８
千
円

と
定
め
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の

予
算
は
、
１
億
７
、９
２
０
万
１
千

円
と
定
め
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の

予
算
は
、
８
、８
９
３
万
２
千
円

と
定
め
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
広

報
は
し
か
み
４
月
号
（
２
～
３

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
当
初
予
算
主
要
施
策
説
明
書

を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

発
行
に
あ
た
っ
て

主
な
可
決
議
案

３
月
５
日
～
12
日

３
月
定
例
会

使用区分

１コート・１
時間につき

町民利用
町民以外

200円
300円

100円
200円

100円
夜間照明

１コート・１時間につき

一般 高校生以下

階上町議会議長

松森　　

はしかみ

創刊号

はしかみ議会だより　No.1

議会だより議会だより
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加藤 祐 議員

稼
働
い
た
し
ま
し
た
が
、
八
戸
地

域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
八

戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
竣
工
に

伴
い
、
処
分
場
と
し
て
は
休
止
状

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
ご
案
内
の
と
お
り
、
現
在
、

県
の
指
導
の
も
と
に
平
成
20
年
度

か
ら
水
質
、
ガ
ス
の
検
査
を
実
施

し
て
お
り
、
異
常
が
な
け
れ
ば
本

年
中
に
廃
止
申
請
を
す
る
予
定
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

廃
止
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

借
地
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
土
地
所

有
者
の
意
向
が
第
一
で
あ
り
ま
す

が
、
土
地
の
価
格
、
建
物
の
取
り

壊
し
な
ど
の
原
状
回
復
費
用
を
算

定
し
た
上
で
、
町
有
財
産
活
用
検

討
委
員
会
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
返
還
あ
る
い
は
現
状
の
ま

ま
別
途
再
利
用
す
る
か
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

無
料
バ
ス
券
、
割
引
乗
車
券
の
発
行

に
つ
い
て

質　
　

問

　

階
上
町
で
は
日
常
生
活
に
車
が

な
い
と
買
い
物
や
通
院
、
用
事
を

足
す
の
に
大
変
不
便
を
し
て
困
っ

て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
路
線
バ
ス
に
乗
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
に
無
料
券
ま
た

は
、
割
引
乗
車
券
を
発
行
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
、
町
長
の
所

見
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

議
員
ご
提
案
の
高
齢
者
や
心
身 臥牛山まつり

はしかみ議会だより　No.1

不
燃
物
最
終
処
分
場
今
後
の
利
用

に
つ
い
て

質　
　

問

　

平
成
７
年
６
月
に
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
平
成
９
年

４
月
分
別
一
部
施
行
、
平
成
12
年

に
は
全
部
施
行
を
受
け
、
我
が
町

の
不
燃
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

も
廃
止
に
向
け
て
県
の
指
導
の
も

と
、
水
質
検
査
も
順
調
に
進
み
10

月
に
は
廃
止
で
き
る
見
込
み
と
聞

き
ま
す
が
、
今
後
、
土
地
利
用
か
、

返
却
を
す
る
の
か
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

こ
の
施
設
は
平
成
５
年
４
月
か

ら
平
成
12
年
３
月
ま
で
の
７
年
間

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

質　
　

問

　

祭
り
に
関
わ
る
職
員
、
商
工
会
、

団
体
ご
と
の
ネ
ー
ム
入
り
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
作
る
事
の
提
言
と
、
雨

天
対
応
の
野
外
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

町
長
答
弁

　

本
町
の
２
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り

ま
す
「
臥
牛
山
ま
つ
り
」
と
「
い

ち
ご
煮
祭
り
」
の
企
画
運
営
は
、

平
成
19
年
か
ら
３
年
間
商
工
会
が

事
務
局
を
担
い
、
イ
ベ
ン
ト
内
容

も
民
間
の
活
力
を
発
揮
し
、
創
意

工
夫
を
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

ご
提
案
の
ネ
ー
ム
入
り
ユ
ニ

ホ
ー
ム
の
作
成
で
あ
り
ま
す
が
、

町
の
事
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
の
提

案
で
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
19

年
に
、
実
行
委
員
会
で
階
上
キ
ッ

ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
入
り
ス
タ
ッ

フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
作
成
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
に
は
帽
子
も

作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
面

は
こ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
も
し
枚
数
に

不
足
が
あ
れ
ば
枚
数
を
増
や
す
こ

と
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
議
員
提
案
の
件
は
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
良
い
か

実
行
委
員
会
に
諮
っ
て
議
論
を
し

て
い
た
だ
い
た
上
で
、
対
応
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

臥
牛
山
ま
つ
り
の
雨
天
対
応
の

野
外
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
は
雨
に
見
舞
わ
れ
会
場

内
の
芝
生
は
ぬ
か
る
み
と
な
り
、

祭
り
本
部
で
も
急
き
ょ
、
歩
み
板

を
敷
く
な
ど
、
で
き
る
だ
け
の
努

力
は
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

も
沈
ん
で
し
ま
う
な
ど
、
来
場
者

に
は
大
変
不
便
な
思
い
を
さ
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
今
年

度
は
会
場
内
通
路
確
保
の
た
め
工

夫
を
し
、
雨
天
対
応
を
準
備
段
階

か
ら
万
全
を
期
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
野

外
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ス

テ
ー
ジ
の
雨
天
対
応
を
は
じ
め
、

ト
イ
レ
等
々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
費
用

対
効
果
や
財
政
状
況
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

ここが聞きたい

一般質問
６人の議員が登壇し、
町側の考えをただし
ました。要旨を掲載
しています。

不燃物最終処分場

郷州 公典 議員
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障
が
い
者
等
の
無
料
券
お
よ
び
割

引
乗
車
券
の
発
行
に
つ
い
て
、
近

隣
市
町
村
の
状
況
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
八
戸
市
は
高
齢
者
の
所
得

に
応
じ
て
４
千
円
と
８
千
円
の
年

間
特
別
乗
車
証
を
販
売
し
、
そ
の

維
持
費
と
し
て
バ
ス
事
業
者
に
年

額
約
４
億
８
千
万
円
を
支
払
っ
て

お
り
ま
す
。

　

郡
内
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
し
て
い
る
南
部
町
、

田
子
町
は
１
０
０
円
で
、
障
が
い

者
等
も
有
料
と
な
っ
て
お
り
、
三

戸
町
、
五
戸
町
は
バ
ス
事
業
者
の

路
線
バ
ス
で
普
通
の
乗
車
料
金
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
障
が
い
者

は
無
料
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
の
路
線
等
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
去
年
か
ら
本
格
運

行
し
た
４
路
線
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
委
託
料
と
、
中
央
・
西
部
地

区
を
縦
横
す
る
４
路
線
８
系
統
で

運
行
し
て
い
る
路
線
バ
ス
の
補
助

金
を
合
わ
せ
る
と
、
21
年
度
決
算

見
込
み
で
約
３
千
万
円
の
公
共
交

通
対
策
事
業
費
で
対
応
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
中

で
圏
域
全
体
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
と
こ
れ
ら
交
通
弱
者
の
対
応
策

を
ま
と
め
る
た
め
「
圏
域
公
共
交

通
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
て
お

り
、
22
年
度
中
に
方
向
性
が
示
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
と
し
ま
し
て
も
そ
の
結
果

を
受
け
て
、
広
域
的
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

金
山
沢
小
学
校
統
合
後
の
施
設
活

用
に
つ
い
て

質　
　

問

　

金
山
沢
小
学
校
が
平
成
23
年
３

月
31
日
で
閉
校
す
る
の
は
残
念
で

す
が
、
階
上
町
に
は
民
俗
資
料
館
、

美
術
館
、
記
念
館
、
図
書
館
等
の

教
育
文
化
施
設
が
な
く
、
閉
校
後

畑中弘實 議員

の
施
設
活
用
を
図
り
、
町
と
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
、
住

民
は
そ
の
一
心
で
あ
り
ま
す
。

　

統
廃
合
等
で
空
い
た
施
設
を
活

用
し
て
町
の
教
育
文
化
の
向
上
の

た
め
、
閉
校
後
の
金
山
沢
小
学
校

を
階
上
町
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し

て
活
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

く
町
長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
の
金
山
沢
小
学
校

の
建
物
、
校
庭
の
ほ
と
ん
ど
が
借

地
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
町
と
し

て
買
収
す
る
考
え
は
な
い
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁　

　

歴
史
民
俗
資
料
館
、
ま
た
は
図

書
館
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
と
の
ご
質
問
で
す
が
、
現
在
、

町
有
財
産
活
用
等
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
有
効
活
用
す
べ
き
財
産

の
一
つ
と
し
て
検
討
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
検
討
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
住
ん
で
い
る
方

の
声
を
反
映
す
る
た
め
、
地
元
の

方
々
に
よ
る
「
地
域
会
議
」
を
立

ち
上
げ
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
元
の

意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
職
員

に
よ
る
検
討
会
議
で
協
議
し
、
そ

の
考
え
方
を
検
討
委
員
会
に
報
告

し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
検
討
委
員

の
意
見
を
町
に
提
言
し
て
い
た
だ

き
、
決
定
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
３
段
階
の

ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
、
今
後

出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

参
考
に
、
金
山
沢
小
学
校
の
活
用

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
借
地
部
分
の
買
収
の
件

で
あ
り
ま
す
が
、
金
山
沢
小
学
校

用
地
１
万
５
２
１
平
方
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、
８
、７
９
２
平
方
メ
ー

ト
ル
が
借
地
と
な
っ
て
お
り
、
22

年
度
末
で
借
地
の
期
間
が
満
了
し

ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
の
活
用
計

画
と
併
せ
て
、
地
権
者
の
意
向
も

伺
い
、
買
収
も
含
め
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質　
　

問

　

金
山
沢
小
学
区
か
ら
も
委
員
を

お
願
い
し
て
審
議
や
答
申
を
確
認

し
た
い
と
の
声
が
強
く
あ
り
ま
す
。

町
長
答
弁

　

地
元
か
ら
の
町
有
財
産
活
用
等

検
討
委
員
会
の
委
員
の
選
任
を
考

え
て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
で
す
が
、

こ
の
検
討
委
員
会
は
、
町
全
体
で

抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
町
有
財

産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
い

た
だ
く
組
織
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
全
町
的
見
地
で

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
立
場
か
ら
推

薦
、
あ
る
い
は
選
任
し
て
お
り
ま

す
が
、
地
域
会
議
の
方
が
委
員
会

に
出
席
し
、
地
元
の
意
見
を
直
接

委
員
会
で
述
べ
ら
れ
る
仕
組
み
に

も
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

コミュニティバス

はしかみ議会だより　No.1

金山沢小学校
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商
業
の
振
興
に
つ
い
て

質　
　

問

　

駅
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
核

と
し
た
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
地
域
と
行
政
が
協
働
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
地
域
住
民
の
努
力
は
当

然
で
あ
り
ま
す
が
、
加
え
て
行
政

の
心
強
い
支
援
も
ま
た
、
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
町
長
の
所
信

を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

現
在
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ

て
い
る
商
店
街
を
見
て
、
時
代
の

流
れ
と
は
い
え
、
大
変
寂
し
い
思

い
は
議
員
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
同
じ
思
い
を
持

つ
、
東
部
地
域
の
区
長
さ
ん
を
は

じ
め
有
志
の
方
々
が
、
な
ん
と
か

し
な
け
れ
ば
と
、
駅
前
地
区
の
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
駅
舎
を
含

め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
の

要
望
書
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
感

浜谷 政己 議員

じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
町
と
し
て

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
建
設

実
現
に
向
け
、
現
在
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
運
営
等
に
つ

い
て
受
け
皿
と
な
っ
て
い
た
だ
く

東
部
地
域
、
特
に
、
駅
前
地
区
の

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
、
成
功
は
な
し
え
な

い
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
元
の
方
々

で
核
と
な
る
人
材
を
見
つ
け
、
組

織
化
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
地
域

と
町
が
一
体
と
な
っ
て
駅
舎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
核
と
し
た
駅

前
地
区
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た

め
に
は
、
町
が
支
援
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
元
の
熱
意

あ
る
人
材
、
そ
し
て
若
い
人
材
の

発
掘
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
、
私
か
ら
も
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
Ｊ
Ｒ
に
は
取
り
壊

し
を
待
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

早
く
町
の
方
向
性
を
決
定
し
、

用
地
を
含
め
て
お
願
い
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
早
期
に
地
元

の
方
々
と
の
合
意
の
上
、
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
行
政
組
織
に
つ
い
て

質　
　

問

　

平
成
17
年
４
月
に
機
構
改
革
さ

れ
た
件
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

課
の
合
併
や
グ
ル
ー
プ
制
を
導

入
す
る
等
、
県
内
で
も
早
期
に
改

革
を
行
い
ま
し
た
が
、
私
は
係
長

制
が
き
め
細
か
な
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
出
来
る
と
思
い
ま
す
が
町
長
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

グ
ル
ー
プ
制
は
第
３
次
階
上
町

行
政
改
革
に
よ
り
、
平
成
17
年
度

か
ら
課
等
の
再
編
を
図
り
な
が

ら
、
縦
割
り
行
政
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
組
織
体
制
の
係
制
を
廃
止
し
、

事
務
事
業
の
効
率
化
、
迅
速
化
お

よ
び
合
理
化
等
を
目
的
と
し
て
導

入
い
た
し
ま
し
た
。

　

導
入
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
意

思
決
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
、

行
事
へ
の
応
援
体
制
が
良
く
な
っ

た
、
人
件
費
の
削
減
が
で
き
た
等

の
メ
リ
ッ
ト
を
上
げ
て
お
り
、
デ

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
管
理
職

が
二
重
構
造
と
な
っ
て
い
る
た
め

相
談
等
を
す
る
際
に
戸
惑
い
が
あ

る
と
か
、
直
属
の
上
司
が
い
な
く

な
っ
た
の
で
相
談
し
に
く
く
な
っ

た
、
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
低

下
し
た
こ
と
や
職
員
の
育
成
、
管

理
能
力
等
人
材
育
成
へ
の
不
安
等

を
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
行

政
組
織
体
制
検
討
委
員
会
お
よ
び

行
政
事
務
改
善
委
員
会
等
で
協

議
、
検
討
し
、
平
成
21
年
度
か
ら

は
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
管
理

職
か
ら
一
般
職
と
し
、
ま
た
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
の
設
置
に
よ
る
職
員
の

育
成
・
指
導
体
制
の
構
築
、
さ
ら

に
は
人
事
評
価
に
よ
る
意
識
改
革

の
推
進
を
図
る
な
ど
、
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
係
制
は
責
任
の
所
在
が

明
確
で
仕
事
の
一
貫
性
を
保
ち
や

す
い
と
い
っ
た
面
で
は
優
れ
て
い

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
制
は
、
業
務
の
複
雑

化
、
人
員
削
減
な
ど
が
進
行
す
る

状
況
の
中
で
、
職
員
の
自
主
性
を

高
め
、
柔
軟
か
つ
人
的
資
源
の
有

効
活
用
が
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

係
制
も
グ
ル
ー
プ
制
も
最
終
的

に
は
職
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を

高
く
持
ち
、
資
質
向
上
を
図
り
な

が
ら
人
的
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
グ
ル
ー
プ
制
の
確
立

に
向
け
て
改
善
を
図
り
な
が
ら
、

職
員
の
専
門
性
と
自
主
性
を
育
成

し
、
指
示
待
ち
型
か
ら
、
目
的
思

考
型
へ
の
意
識
改
革
を
進
め
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

駅前商店街

階上庁舎

はしかみ議会だより　No.1
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はしかみ議会だより　No.1
「
階
上
ブ
ラ
ン
ド
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

質　
　

問

　
「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
」
を
平

成
19
年
度
に
商
標
登
録
を
致
し
ま

し
た
。
こ
の
「
階
上
早
生
階
上
そ

ば
」
を
さ
ら
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
育
て
る
た
め
、
町
と
し
て
今

後
ど
の
よ
う
な
振
興
事
業
に
取
り

組
み
、
生
産
、
加
工
、
販
売
ま
で

の
６
次
産
業
の
確
立
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
、「
階
上
早

生
階
上
そ
ば
ビ
ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て

の
お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

町
の
在
来
種
で
県
の
奨
励
品
種

で
あ
る
「
階
上
早
生
」
に
よ
る
階

上
ブ
ラ
ン
ド
振
興
は
、
平
成
18
年

に
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
階

上
そ
ば
振
興
委
員
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
設
立
か
ら
今
年
度

ま
で
の
３
年
間
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
上
で
最
も
大
切
な
、
良

質
の
ソ
バ
を
生
産
す
る
た
め
に
、

山田 惠治 議員

基
本
で
あ
る
土
づ
く
り
か
ら
播
種

期
な
ど
試
験
栽
培
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
純

粋
な
ソ
バ
種
で
栽
培
し
た
階
上
早

生
の
風
味
豊
か
な
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ
活

動
や
、
階
上
そ
ば
に
あ
っ
た
タ
レ

の
開
発
も
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
最
近
で
は
、
生
産
体

制
も
お
お
む
ね
軌
道
に
乗
り
、
手

打
ち
そ
ば
に
対
し
て
も
良
い
評
価

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と

伺
っ
て
お
り
、
ま
た
、
特
に
今
年

度
は
収
量
も
多
く
、
引
き
合
い
も

増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
ば
振
興
委

員
会
よ
り
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
た
め
に
、
そ
ば
の
受
発

注
や
そ
ば
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
が
必
要
で

あ
る
と
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
登
切
小
学
校

が
閉
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
町

有
財
産
活
用
検
討
委
員
会
の
検
討

結
果
や
地
元
の
意
見
も
尊
重
し
、

今
後
は
そ
ば
振
興
委
員
会
の
要
望

に
応
え
、
そ
ば
の
拠
点
と
し
て
も

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
ば
振
興
委
員
会
で
は

拠
点
を
活
用
し
、
そ
ば
打
ち
体
験

や
議
員
ご
案
内
の
製
粉
・
製
麺
・

販
売
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
の

計
画
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ

ば
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
な
が
ら
、

誰
も
が
自
由
に
訪
れ
憩
え
る
場
と

し
て
の
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町

と
し
ま
し
て
も
、
階
上
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
と
地
域
の
活
性
化
を
進
め

る
上
で
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
小
・
中
学

校
全
体
で
、
図
書
購
入
に
充
て
た

予
算
は
、
昨
年
度
の
約
29
％
増
と

な
り
、
新
し
く
２
、５
２
５
冊
の
図

書
が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
関
係
施
設
で
は
、
道
仏
公

民
館
、
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は

し
か
み
、
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館

に
、
そ
れ
ぞ
れ
40
万
円
、
合
わ
せ

て
１
２
０
万
円
を
図
書
購
入
費
と

し
て
、
毎
年
計
上
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

施
設
別
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

は
、
道
仏
公
民
館
８
、９
４
２
冊
、

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

１
万
６
、９
５
８
冊
、
石
鉢
ふ
れ
あ

い
交
流
館
４
、９
３
２
冊
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

山
館
前
公
園
の
今
後
の
整
備
計
画

に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

今
年
度
か
ら
は
新
た
に
赤
保
内

行
政
区
に
維
持
管
理
を
委
託
し
、

ト
イ
レ
水
洗
用
貯
水
タ
ン
ク
へ
の

給
水
工
事
や
公
園
内
の
草
刈
り
、

樹
木
の
伐
採
等
き
め
細
か
な
管
理

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
公
園

保
全
・
環
境
の
保
持
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

階上早生階上そば

学
校
教
育
予
算
編
成
に
つ
い
て

質　
　

問

　

小
中
学
校
へ
の
配
分
予
算
の
考

え
方
、
そ
の
主
な
る
目
標
に
つ
い

て
と
学
校
図
書
費
の
状
況
は
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

林　貢 議員

教
育
長
答
弁

　

学
校
の
主
体
制
と
創
意
工
夫
に

よ
り
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め

に
、「
１
校
当
た
り
の
基
礎
額
に

学
級
数
、
児
童
数
を
乗
じ
て
算
定

し
た
額
」
と
「
前
年
度
の
実
績
を

勘
案
し
た
額
」
を
総
額
と
し
て
配

分
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
そ
の
主
た
る
目
標
」
は
、

各
学
校
が
組
織
を
生
か
し
て
教
育

力
を
発
揮
し
、
目
標
管
理
（
学
校

教
育
目
標
の
具
現
＝
学
校
課
題
の

解
決
）
の
た
め
に
、
教
育
課
程
の

実
施
管
理
を
適
正
に
行
え
る
よ
う

公
費
で
支
援
し
、
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
や
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
の
推
進
に
資
す
る
、
こ
と
で
あ

る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
図
書
の
整
備
と
図
書
費
の

状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
児
童
生

徒
の
読
書
離
れ
の
傾
向
を
鑑
み
、

併
せ
て
、
教
育
委
員
会
な
ら
び
に

町
教
育
振
興
会
教
育
部
会
が
提
言

す
る
「
家う
ち
ど
く読
（
家
庭
内
読
書
）」

を
推
進
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
、
自
主
的
に
読
書
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点

か
ら
、
今
年
度
は
、
学
校
配
分
予

算
と
別
枠
で
、
１
８
２
万
５
千
円

を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
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町
民
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

民
俗
資
料
や
遺
物
の
保
存
と
継
承

は
、
町
の
大
切
な
事
業
の
一
つ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

資
料
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

内
容
も
含
め
て
、
町
有
財
産
活
用

等
検
討
委
員
会
の
経
過
を
見
守
り

な
が
ら
、
建
設
の
必
要
性
も
含
め

て
、
民
俗
資
料
や
遺
物
の
保
存
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
広
く
町
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

縄
文
遺
跡
郡
の
世
界
遺
産
登
録
へ

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

第
11
回
北
海
道
・
北
東
北
知
事

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
と
し
て
、

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
登
載
に
係

る
共
同
提
案
を
行
う
こ
と
が
合
意

さ
れ
、
12
月
に
北
海
道
、
青
森
県
、

秋
田
県
、
岩
手
県
の
４
道
県
知
事

が
文
化
庁
に
「
北
海
道
・
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
」
の
提
案
書
を
提

出
し
、
翌
年
12
月
に
「
北
海
道
・

北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡

群
」
と
し
て
世
界
遺
産
暫
定
一
覧

表
に
登
載
が
正
式
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

た
、
自
然
観
察
の
一
環
と
し
て
ア

ウ
ト
ド
ア
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
、

今
ま
で
以
上
に
、
公
園
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
50
本
程
度

の
樹
木
に
名
札
を
設
置
致
し
ま
し

た
。

　

今
後
の
整
備
計
画
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
現
在
の
状
況
で
は
駐
車
ス

ペ
ー
ス
は
、
区
画
線
が
な
く
未
整

備
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
由
駐
車
と
な
り
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
と
か
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
時
に
は
駐
車
し
き
れ
な
い

こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
現
在
の
駐
車
場
を
一
部
拡

張
し
、
20
台
程
度
確
保
で
き
る
よ

う
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
公

園
お
よ
び
そ
の
周
辺
一
帯
が
、
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

形
状
を
変
更
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

教
育
施
設
等
の
使
用
料
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

学
校
、
公
民
館
、
石
鉢
ふ
れ
あ

い
交
流
館
、
体
育
館
、
ハ
ー
ト
フ

ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み
等
施
設
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
で
定
め
て

お
り
ま
す
が
、
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交

流
館
に
お
い
て
は
、
集
会
所
の
機

能
も
持
た
せ
る
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
地
域
住
民
が
自
治
活
動
等
に

使
用
す
る
場
合
に
は
、
住
民
集
会

所
条
例
に
準
じ
た
使
用
料
と
す
る

旨
、
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
使
用
料
の
減
免
に
つ

き
ま
し
て
は
、
施
設
ご
と
の
減
免

規
定
に
よ
り
、
使
用
料
を
減
免
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

資
料
館
建
設
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

ま
ち
づ
く
り
の
根
底
を
な
す
も

の
は
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
で
あ
り
、

歴
史
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
先
人
へ
の
敬
意
と
ふ
る
さ
と

の
歴
史
は
重
要
で
あ
り
、
多
く
の

　

こ
の
「
北
海
道
・
北
東
北
を
中

心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
に
は
国

指
定
の
15
カ
所
の
史
跡
が
存
在

し
、
青
森
県
で
は
、
青
森
市
２
カ

所
、
八
戸
市
２
カ
所
、
つ
が
る
市

２
カ
所
、
外
个
浜
町
、
七
戸
町
そ

れ
ぞ
れ
１
カ
所
の
縄
文
遺
跡
合
わ

せ
て
８
カ
所
が
対
象
と
さ
れ
て
お

り
、
21
年
度
に
お
い
て
、
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
４
道
県
に
お
け
る

浸
透
お
よ
び
国
際
的
合
意
形
成
の

促
進
に
取
り
組
む
た
め
「
あ
お
も

り
縄
文
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
関
係
市
町
村
以
外
に
は
特

段
の
業
務
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
県
の
動
向
を
み
な
が

ら
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

石鉢ふれあい交流館

寺下遺跡出土
鹿角製腰飾り

【発行】階上町議会
【編集】階上町議会事務局

〒039-1201	階上町大字道仏字天当平1-87
TEL	0178-88-2111（内線310）／88-2369（直通）
FAX	0178-88-2117
e-mail　hashikami01@net.pref.aomori.jp

議
会
を
傍
聴

　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

議
会
の
傍
聴
は
受
付
簿
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
で

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

一
度
傍
聴
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。　
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広報 はしかみ

子どもたちに “ おいしい ” を届けます
町立学校給食センターがオープン

　階上町の給食は、昭和 39年に旧登切小学校で学校給食が開始さ
れたのが最初で、41年に学校牛乳給食が始まり、48年にセンター
方式による小中学校の完全給食が実施されました。
　新センターは、旧センターの老朽化に伴い、新たに建設されたも
ので、5月 10日から業務を開始し、オープンニグセレモニーが行わ
れました。
　浜谷町長は「食の安心、安全を第一に、子どもたちの健全な成長
と、食に対しての発信基地として地域住民にも親しまれる施設になっ
てほしい」とあいさつしました。

オール電化、ドライ方式を採用
　厨房は、衛生的で環境に
もやさしい、HACCP ※（ハサ
ップ）概念を導入したオー
ル電化システム。
　細菌の発生を抑えるため、
調理場の床をぬらさないよ
うにするドライ方式を採用
し、アレルギー対応のため
の、専用調理室も完備して
います。
　調理器具には、多機能を
誇るスチームコンベクショ
ンオーブンが導入され、より多くのメニューを提供する
ことが可能になりました。
　子どもたちの笑顔が広がるように―。毎日おいしい給
食が届けられています。

※HACCP：食品衛生管理システムの一つ。それぞれの作業
段階においてチェック項目を設け、危害の発生を未然に防ぎ、
安全で安心したものを製造することが出来るシステム。

施 設 概 要
・名　　称：階上町立学校給食センター
・所 在 地：赤保内字蛭子11-55
・構　　造：鉄骨造平屋建、オール電化、ドライ方式
・延床面積：916.51㎡
・建築面積：933.00㎡
・調理能力：1,500食／日
・総事業費：4億2,700万4,745円
・運　　営：調理・配送業務、施設管理を民間　
　　　　　　委託（三八五フーズ）
・業務開始：平成22年5月10日
■厨房（電化厨房）
　電気式回転釜、IH調理器、電気式フライヤー、電
気式スチームコンベクションオーブン、マルチ
洗浄機、器具消毒保管庫、コンテナイン食器消毒
保管庫、トラックイン食缶消毒保管庫
■空調
　氷蓄熱式空調システム（エコアイス）5台
■給湯
　大型電気温水器（有効貯湯量12,000リットル）1台

テープカットを行う関係者ら


